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階層別（一般・中堅・管理）に必要とされる14のコンピテンシーを抽出し社員の現状における行動パターンを診断します。

目標とするコンピテンシーと現状のコンピテンシーとのギャップ分析から補強が必要なコンピテンシーを認識し、具体的
な補強手段についてアドバイスします。

ＯＪＴ、OFF-ＪＴ、SDの観点から分析します。OJTでは適性との相関を考慮し、強みを伸ばし弱みを補強するアドバイス、
OFF-JT、SDでは指導上のポイントを示し、最適なコンテンツを抽出できます。

2

3

特特特特特特特特 徴徴徴徴徴徴徴徴

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー

行動行動行動行動

成果成果成果成果
成果を生み出す行動パターン

行動パターンの背景にあるコンピテンシー

コンピテンシーの背景にある保有能力

知力（優秀な成績か）、希望
（何をやりたいか）、動機（やる
気はあるか）、性格（どんな性

向か）、経験（経験を積んでい
るか）、知識（知識が豊富か）
など現状を評価するのではな
く、これら保有能力を踏まえた
上で果たして成果に結びつけ

る行動特性を有しているかを
診断します。

ミッション・活動分析

組織能力アセスメント

コンピテンシーコンピテンシー

ディクショナリーディクショナリー

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー

サーベイサーベイサーベイサーベイサーベイサーベイサーベイサーベイ

ナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション

レポートレポートレポートレポートレポートレポートレポートレポート

～「～「～「～「過去過去過去過去～～～～現在現在現在現在」」」」ではなくではなくではなくではなく、「、「、「、「現在現在現在現在～～～～未来未来未来未来」」」」にににに焦点焦点焦点焦点をををを当当当当てたてたてたてたシステムシステムシステムシステム～～～～
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本来、コンピテンシー項目は、業種、業態、企業特性などの総体として企業戦略を担う人材のコンピテンスを具現化した人的要素
です。本サーベイのコンピテンシー開発システムでは、ミッション・活動分析と組織能力アセスメントをベースに企業および組織能力
を構成するコンピテンシーを分析・整理しています。

Skill

Knowledge

Relation

Act

Think

コンピテンシー・ディクショナリの体系化にあたっては、コンピテンシー研究の第一人者
であるイギリス人学者（コンピテンシー専門家）が古代ギリシャ時代から言われている
古典的分類（人の感覚ー思考ー行動）とゴールマン博士のEQコンピテンシーの分類

（個人的なものー社会的なもの）を融合させたフレームを取り入れています。 本モデ
ルの優位性は自己アセスメントが明解になることです。

また、階層ごとに要求されるコンピテンシーを区分、最適のコンピテンシーを抽出する
ことでより実践に即した活用ができます。

（区分／一般社員用；中堅社員用；管理職用；上級幹部用）
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14のコンピテンシーの

バランスがレーダー
チャートで一目でわか
ります。

目標とするコンピ
テンシー・レベル
とのギャップを6段

階で判定すること

で開発を必要とす
るコンピテンシー
が把握できます。

開発を必要とす
る上位3つのコン

ピテンシーを抽出

し、その人の行動
特性を考慮した
開発ポイントを明
示します。

目標コンピテンシーと
のギャップから見た特
徴を抽出します。

4つの心理的欲求の

強弱の相関から見た
特徴を抽出します。

開発を有効に推進す
るマネジメントの観点

から見たアドバイスを
明示します。

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー
バランスチャートバランスチャートバランスチャートバランスチャート

基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴

項目別項目別項目別項目別
ギャップギャップギャップギャップ判定判定判定判定

能力開発改善能力開発改善能力開発改善能力開発改善

プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント
アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス

基本的欲求基本的欲求基本的欲求基本的欲求のののの特徴特徴特徴特徴

総合判定では、総
合的な行動特性が
把握できます。

項目別判定では、
14の各コンピテン

シーの到達レベ

ルが把握できます。

コンピテンシーの
特徴では、強みと
して評価の高いコ
ンピテンシーと弱

みとして評価の低
いコンピテンシー
を抽出します。

グラッサー博士の選
択理論に基づく5つ

の基本的欲求の強
弱の度合いを把握し
ます。

14のコンピテンシー

のうち心情に関わる
コンピテンシーとそ
の他のコンピテン

シーとの相関による
特徴を抽出します。

総合判定総合判定総合判定総合判定

項目別判定項目別判定項目別判定項目別判定

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー
のののの特徴特徴特徴特徴

基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴

基本的欲求基本的欲求基本的欲求基本的欲求

ナビゲーション・レポートの活用により、人材育成・能力開発の具体的な方向性と目標を認識することができます。これまで、曖昧であった
育成計画策定や能力開発指導に一定の指針が与えられることで、上司・部下間での共通認識を容易に得られます。これにより、納得性
の高い指導と育成が可能になり、組織全体のモチベーションが向上します。

コンピテンシー・サーベイの活用により、個々人の現有コンピテンシーを明確に認識することができます。また、組織強化の源泉となる人
財力強化の方向性や組織課題と人材能力の総体を把握できます。これにより、組織強化に向けたジョブローテーション、人材の適正配置、

人材採用等人事戦略を有効に進めることができます。

「「「「できるかできないかできるかできないかできるかできないかできるかできないか」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「成果成果成果成果にににに結結結結びびびび付付付付けられるかけられるかけられるかけられるか結結結結びびびび付付付付けられないかけられないかけられないかけられないか」」」」がががが業績業績業績業績をををを決決決決めますめますめますめます。。。。「「「「できるかできないかできるかできないかできるかできないかできるかできないか」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「成果成果成果成果にににに結結結結びびびび付付付付けられるかけられるかけられるかけられるか結結結結びびびび付付付付けられないかけられないかけられないかけられないか」」」」がががが業績業績業績業績をををを決決決決めますめますめますめます。。。。

コンピテンシー・サーベイでは、個々人の行動特性が成果に結び付けられるものか結び付けられないものか現状を分析します。

ナビゲーション・レポートでは、個々人の潜在能力を引き出し成果に結びつく行動特性、コンピテンシー開発を促進させます。

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーがががが能力開発計画能力開発計画能力開発計画能力開発計画のののの指針指針指針指針をををを明示明示明示明示しますしますしますします。。。。コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーがががが能力開発計画能力開発計画能力開発計画能力開発計画のののの指針指針指針指針をををを明示明示明示明示しますしますしますします。。。。

コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・サーベイサーベイサーベイサーベイ

ナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション・・・・レポートレポートレポートレポートナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション・・・・レポートレポートレポートレポート

No.

性別性別性別性別 -- 年齢年齢年齢年齢

【【【【総合判定総合判定総合判定総合判定】】】】 【【【【基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴】】】】

【【【【項目別判定項目別判定項目別判定項目別判定】】】】

評点評点評点評点

コミュニケーション Relation 3.9

リーダーシップ Relation 4.6

説得力 Relation 2.9

エンパワーメント Relation 3.4 基本的欲求基本的欲求基本的欲求基本的欲求

課題発見 Act 3.4 ▼▼▼▼

イニシィアティブ Act 3.8

アカウンタビリティ Act 3.7 ▼▼▼▼

サービス志向 Act 3.6

概念的思考 Think 4.3 ▼▼▼▼

開発/独創意識 Think 4.2

計画性・緻密性 Think 1.7 ▼▼▼▼

創造性 Feel 2.5

共感性 Feel 3.2 ▼▼▼▼

柔軟性・順応性 Feel 3.9

【【【【コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーのののの特徴特徴特徴特徴】】】】
リーダーシップ 4.6 計画性・緻密性 1.7

概念的思考 4.3 創造性 2.5

開発/独創意識 4.2 説得力 2.9

NoNoNoNo ****

愛愛愛愛・・・・所属所属所属所属のののの欲求欲求欲求欲求
親しさ・愛情・協調
他人と親しくなり関わりを持ちたいという欲求

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
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||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

顧客のみならず組織内または取引先に対してお互いの
信頼関係を高めコストに見合う奉仕をする。

競合・達成・自己価値・重要視
何かを達成したり、周囲の人との競合の中で充足される欲求

力力力力のののの欲求欲求欲求欲求

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
自由自由自由自由のののの欲求欲求欲求欲求

楽楽楽楽しみのしみのしみのしみの欲求欲求欲求欲求

生存生存生存生存のののの欲求欲求欲求欲求

移動・選択
自ら選択し場所を移動し束縛されないことで充足される欲求

学習・遊び
笑ったり遊んだりすることによって充足される欲求

過去の実績や習慣に捕われず全く新しい視点でものごと

を捉え、独自の考えに基づき行動する。

他者のニーズや懸念に対して配慮し、一緒にすることを

楽しみ、適切な会話ができる。

あらゆる変化に対応するとともに、そこで生じる変化をビ

ジネスチャンスと捉え、果敢に行動する。

市場の動向や自己の能力をベースに妥当性・論理性とと

もに計画性を持ちながら行動する。
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ストレスストレスストレスストレス耐性耐性耐性耐性

内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容 判判判判　　　　　　　　　　　　　　　　定定定定
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バラバラな要素を繋ぎ合わせて、ものごとを抽象化して捉
えることで的確な手法を考え出す。

既定の事実や事柄を超えて探求・思考することで、独自
の手法や解決法を見出す。

自分の意図を的確に相手に伝え、相手の理解と行動を
促すことができる。

組織を構成するメンバーの潜在能力を引き出し、組織を
活性化させる。

業務を遂行する上での障害となる課題の所在を的確につ
かみ、その対処を事前に行う。

積極的に行動することを通じて自らの強いモチベーション
を周囲に対しアピールしていく。

口頭や文書によるコミュニケーション手段を活用すること
で、自分の意図に即して相手を動かす。

チーム内各メンバーの個々の力を引き出すことにより会
社の進むべき方向へ導いていく。

職務のみでなく業績についての責任を正しく説明でき責
任を果たすべく自発的に行動する。

生殖
生存していくために生じる身体的欲求

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
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||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

メンバーの能力が組織目標の達成のみならず社会にどの様に貢献していくか説明できる。

複雑な顧客の課題を解明し情報を統合して体系化することで新しい価値創造に貢献する。

過去の経験や実績をベースに感覚的に把握している変化を反映させ行動している。

強強強強みみみみ2222 弱弱弱弱みみみみ2222
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Middle Management

　　　　コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー総合指数総合指数総合指数総合指数
高い業績を達成するための行動特性、発揮能力を兼ね備

え、実際の行動により成果を達成できる。 3.5

項項項項　　　　　　　　　　　　　　　　目目目目 内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容 評点評点評点評点

社社社社　　　　名名名名 株式会社○○○○○ 所属所属所属所属 役職役職役職役職

1111 2222 3333 4444

3

相手を納得させるだけの熱意と相手を引き込む話し方や論理性を有している。ま
た、相手の行動を促すような提案もでき、自らのミスを認め他者を非難せずに、他者
からの批評や批判も建設的に受け止め成長の機会として活用する。

事業の目的や、目標、特性などを理解するよう努め、積極的に仕事に取組む。また、
組織が掲げた目標に対し主体性を持って努力をする。常に前向きで真摯な姿勢は
高い評価を受ける。

強強強強みみみみ1111 弱弱弱弱みみみみ1111 |||||||||||||||||||||

氏名氏名氏名氏名 モリタ  ヒロシ
**

5555

||||||||||||||||||||||||||||||||

相手のニーズを引き出しながら状況に応じて自らの考えをアレンジしながら話ができる。

旧来の方法や慣習を考察しながらよりよい新しい方向性を生み出すように行動する。

強強強強みみみみ3333 弱弱弱弱みみみみ3333 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||

既定の事実や事象に関与せず独創的手法を考え出し周囲に影響を与えて行動する。
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For the best Human
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不許複製

No.

性別性別性別性別 -- 年齢年齢年齢年齢

【【【【項目別項目別項目別項目別ギャップギャップギャップギャップ判定判定判定判定】】】】 【【【【コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・バランスバランスバランスバランス・・・・チャートチャートチャートチャート】】】】

計画性・緻密性 Think

創造性 Think

説得力 Act

共感性 Think

エンパワーメント Act

課題発見 Act

サービス志向 Think

アカウンタビリティ Act

イニシィアティブ Act

コミュニケーション Relation

柔軟性・順応性 Think

開発/独創意識 Think

概念的思考 Think

【【【【能力開発能力開発能力開発能力開発・・・・改善改善改善改善プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ】】】】 【【【【基本的欲求基本的欲求基本的欲求基本的欲求のののの特徴特徴特徴特徴】】】】
☆ 目標とするコンピテンシーと現状のコンピテンシーのギャップ分析から補強が必要なコンピテンシー

▽▽▽▽開発開発開発開発ポイントポイントポイントポイント

▽▽▽▽開発開発開発開発ポイントポイントポイントポイント

▽▽▽▽開発開発開発開発ポイントポイントポイントポイント

****

**

．創造性

早急に能力開発の必要があります。他のコンピテンシーとの相関を確認のうえ、優先的に能力開発
に取り組んでください。現在のレベルのままでは、業務遂行における阻害要因となる可能性がありま
す。

メンバーの能力が組織目標の達成のみならず社会にどの様に貢献

していくか説明できる。

計画性・緻密性
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早急に能力開発の必要があります。他のコンピテンシーとの相関を確認のうえ、優先的に能力開発
に取り組んでください。

業務遂行上の障害に対して原因を探求し障害を除去したうえで対策

を立て再発を防ぐ。
顧客の要望に適時適切に応えるとともに長期的な視点で費用対効

果を考慮している。

コミュニケーションが組織の業績にどのような影響を与えるかを考え

ながら接している。
変化や転機をビジネスチャンスと捉えてより高いレベルで仕事ができ

るように創意工夫する。

自己の職務責任のみならず業績責任についても自ら律し高いレベ

ルで遂行する。
常に問題意識を持ちながら課題やそれに対する改善策に周囲を巻

込みながら取り組む。

早急に能力開発の必要があります。他のコンピテンシーとの相関を確認のうえ、優先的に能力開発
に取り組んでください。
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【【【【マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント・・・・アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス】】】】

人との関わりを求める気持ちが強く、自己よりもチームや組織を優先する可能性がある。チームや組織内で
決めた事には基本的に同調し秩序を乱さない。決定に際しては独自の判断で決めることはできる限り避
け、周囲との調整を図りながら進めるため、実行に至るまで必要以上に時間を要する可能性がある。

抽象化や概念的なテーマに対する理解力および思考力は、多少乏しい傾向がある。しかし、職種の変更
や役割の変化があっても速やかに状況に適応する力は有している。

自社の強み、弱みを客観的に理解し、業界と市場のトレンドについての情報を把握し、市場変化を認識し
たうえで戦略を論理的に構築する。業務遂行にあたっては、最終ゴールから逆算して行動計画を立てる。
たとえ予定通り事が進まなくても、柔軟に対処・更正したうえで前向きに取り組む。

【【【【基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴】】】】

相手のニーズを引き出しながら状況に応じて自らの考えをアレンジし

ながら話ができる。
他者のニーズや懸念に配慮して表面に出ない感情や考え方を理解

しながら協働する。

AAAA

BBBB

BBBB

DDDD

CCCC

AAAA

BBBB

BBBB

BBBB

BBBB

BBBB

CCCC

BBBB

1111

ココココ
ンンンン
ピピピピ
テテテテ
ンンンン
シシシシーー ーー

・・・・
フフフファァ ァァ

クククク
タタタターー ーー

過去の経験や実績をベースに感覚的に把握している変化を反映さ

せ行動している。
旧来の方法や慣習を考察しながらよりよい新しい方向性を生み出す

ように行動する。

Relation

メンバー個々の特性を見極め潜在能力を引き出すべく権限を委譲し

活力を高める。

リーダーシップ

複雑な顧客の課題を解明し情報を統合して体系化することで新しい

価値創造に貢献する。

．

既定の事実や事象に関与せず独創的手法を考え出し周囲に影響を

与えて行動する。

単独で学習させるよりも数名でグループを組み、学習効果および能力開発スピードが向上させるため相互
に質疑や適宜ディスカッションなどができる機会を設定する。

新たな課題に対しても安易に従来の方法のみを適用しようとしたり、複雑な課題に対しては、後回しにして
しまう傾向がある。適宜、アドバイスを行い複雑な課題に対しても、しっかり取組み解決できるよう指導する。

Middle Management

相手のニーズを引き出しながらも周囲の状況を勘案しようとする傾向があります。

．

過去の実績や傾向にとらわれすぎるあまり新しい発想に乏しくなる傾向があります。

過去の経験や実績をベースにして感覚的に捉えて行動する傾向があります。
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古い体質と馴れ合いの風土が

蔓延し、新しい取り組みやリス

クととる姿勢が無くなり、モチ

ベーションが低下しつつある。

現状の問題点 サーベイ実施後の展開

事
例

（
Ｋ
社

）

人事戦略人事戦略人事戦略人事戦略

企業企業企業企業ミッションミッションミッションミッション企業企業企業企業ミッションミッションミッションミッション

経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略
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コンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイによるによるによるによる診断診断診断診断

・階層ごとに重要視されるコンピテンシーのギャップ測定

・志向（基本的欲求：何を重視した生き方か）の測定

コンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイによるによるによるによる診断診断診断診断

・階層ごとに重要視されるコンピテンシーのギャップ測定

・志向（基本的欲求：何を重視した生き方か）の測定

コンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイのののの活用活用活用活用

・コンピテンシーから見た強み・弱みを見極め優先課題を特定

・志向（基本的欲求：何を重視した生き方か）の確認と自社の訴求

コンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイコンピテンシーサーベイのののの活用活用活用活用

・コンピテンシーから見た強み・弱みを見極め優先課題を特定

・志向（基本的欲求：何を重視した生き方か）の確認と自社の訴求

モチベーションマネジメントモチベーションマネジメントモチベーションマネジメントモチベーションマネジメント研修研修研修研修

・セルフモチベーション強化／コンピテンシーの開発

人材評価人材評価人材評価人材評価システムシステムシステムシステム構築支援構築支援構築支援構築支援

・組織風土診断

・管理職研修

モチベーションマネジメントモチベーションマネジメントモチベーションマネジメントモチベーションマネジメント研修研修研修研修

・セルフモチベーション強化／コンピテンシーの開発

人材評価人材評価人材評価人材評価システムシステムシステムシステム構築支援構築支援構築支援構築支援

・組織風土診断

・管理職研修

人材開発人材開発人材開発人材開発コンサルティングコンサルティングコンサルティングコンサルティング人材開発人材開発人材開発人材開発コンサルティングコンサルティングコンサルティングコンサルティング

適材適所適材適所適材適所適材適所のののの人事配置人事配置人事配置人事配置適材適所適材適所適材適所適材適所のののの人事配置人事配置人事配置人事配置適材適所適材適所適材適所適材適所のののの人事配置人事配置人事配置人事配置

強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みみみみ、、、、志向志向志向志向のののの見極見極見極見極めめめめ強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みみみみ、、、、志向志向志向志向のののの見極見極見極見極めめめめ強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みみみみ、、、、志向志向志向志向のののの見極見極見極見極めめめめ

最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略のののの策定策定策定策定最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略のののの策定策定策定策定最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略最適人事戦略のののの策定策定策定策定

コンピテンシー・サーベイを活用し、人材戦略に組み込むことで、適材適所の人事配置が可能になり、個々人の強み・弱み、

志向を見極めることで最適人事戦略の策定が可能になります。

サーベイ実施によって、各人の強み・弱みが明確になり、一人一人の特性に合った方法

で強みを生かし、弱みを克服する教育体系が構築でき、モチベーションが向上した。さら

に、個々のコンピテンシーを実際の職務にマッチングさせることで的確な人材戦略を実

施することができるようになった。

配置
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1111 2222 3333 4444 回答

1 ．自己の職務に手一杯で他の人がどのような役割を担っているかについて関心がない 1 2 3 4

2 ．メンバーの態度や行動にはあまり関心がなく自らの認識に基づく判断でものごとを進める 1 2 3 4

3 ．職場における教育より仕事の遂行に注力し育成は個々における自らの学習に任せている 1 2 3 4

4 ．メンバーの足りない点や悪い点を随時指摘することで個々の方向性を是正している 1 2 3 4

5 ．メンバーの個々の役割を決めるときには特性よりも自分の持つイメージにより決めている 1 2 3 4

6 ．環境変化の激しい現況下では詳細な目標を設定せずに状況に応じて対応している 1 2 3 4

7 ．問題が発生したときは真正面から取り組むのではなく傍観しながら状況を見ている 1 2 3 4

8 ．仕事を進めていくうえでの障害に対しては特に支障が表面化していない限り避けて通る 1 2 3 4

9 ．以前からの仕事の進め方や考え方を大切にして新しいことを積極的には取り入れない 1 2 3 4

10 ．組織がどの様な方向に進んでいくのかについてはあまり興味がなく流れに任せている 1 2 3 4

11 ．他人の意見や忠告に耳を傾けることなく実際に自分が見て感じるままに行動している 1 2 3 4

12 ．組織に関わる様な重要な案件には自己の職務範囲であっても自らの判断は避ける 1 2 3 4

13 ．一つの仕事に取り組んでいるときは他の案件に関しては終了後に考えるようにしている 1 2 3 4

14 ．新しいことに取り組むことにより敢えてリスクを増やすよりは旧来の方法での解決を探る 1 2 3 4

15 ．仕事のうえでストレスが溜まっているときはメンバーに対して厳しく接することがある 1 2 3 4

16 ．職務上必要に迫られない限り他の人の仕事を支援したり協力したりすることはしない 1 2 3 4

17 ．メンバーのスキルについてあまり知ることがなく部門計画に基づく役割分担を優先している 1 2 3 4

18 ．職場内教育については会社の方針が出てから個々の習熟度合いに合わせて伝えている 1 2 3 4

19 ．任せられる限りメンバーに仕事を任せたうえで結果に対する責任を負わせている 1 2 3 4

20 ．組織における業務遂行にあたってはメンバー個々の意見を全面的に取り入れている 1 2 3 4

21 ．自分の役割や責任について十分に認識しているが自己の能力を活かしきれていない 1 2 3 4

22 ．他人に任せられる問題についてはできる限り任せ自らの職務に専念するようにしている 1 2 3 4

23 ．仕事を進めていくうえでの障害に対して支障が生じたときは定例的な応急措置をとる 1 2 3 4

24 ．仕事上の新しい進め方を取り入れていくよりは従来の進め方の優れた点を活用する 1 2 3 4

25 ．組織がどの様な方向に進んでいくのか理解に乏しく積極的には理解しようとしていない 1 2 3 4

26 ．細かいことに気をとられるよりは自らの認識と考えに基づき行動するようにしている 1 2 3 4

27 ．仕事を進めていく上では何事においても重要度よりも緊急度を優先して取り組んでいる 1 2 3 4

28 ．最初から中長期的な視点で捉えるよりは目前の案件を処理した延長線上で捉えている 1 2 3 4

29 ．旧来の手法では対処できないような問題に遭遇したときは次の問題に取り組むようにする 1 2 3 4

30 ．業務を進める上での意外な心配事には精神的に始終囚われ業務遂行に影響が出る 1 2 3 4
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31 ．自己の役割だけではなく周囲の人たちの役割についても認識していて気にかけている 1 2 3 4

32 ．メンバーが得意とするところをよく知っていて組織の中でどの様に活かせるかを考えている 1 2 3 4

33 ．仕事を進めていく過程で状況に応じアドバイスを与え手法を示すことで指導育成している 1 2 3 4

34 ．メンバーの優れている特定の能力を活かせるように仕事を選別したうえで任せている 1 2 3 4

35 ．業務を遂行するにあたってはメンバーの意見を聞きながら必要に応じて取り入れている 1 2 3 4

36 ．業績が振るわないときには自己の目標を再確認して達成のために行動を惜しまない 1 2 3 4

37 ．問題が発生したときは何故起こったのかについて確認したうえで解決方法を考える 1 2 3 4

38 ．仕事を進めていくうえでの障害に対し支障が生じたときはその程度と原因を見極める 1 2 3 4

39 ．古いスタイルでの進め方には違和感があるが摩擦を起こすよりは従うようにしている 1 2 3 4

40 ．組織がどの様な方向に進んでいくのか踏まえながら自己の役割を位置づけている 1 2 3 4

41 ．何故そのようなことが起こったのかについて考え今後に向けて対応策を考えている 1 2 3 4

42 ．仕事を進めていく上での意思決定に際しては自己の責務や立場を認識して行っている 1 2 3 4

43 ．周囲の状況が変化したときは長期的な視点からまず現時点でなすべきことを考える 1 2 3 4

44 ．旧来の手法や慣習を取り入れながらも新しい方向性を見出すように考え行動している 1 2 3 4

45 ．突然に予期せぬ悪い事態に遭遇しても何とか前向きに考えられるように努めている 1 2 3 4

46 ．自己の役割だけではなく周囲との相乗効果も視野に入れ個々の役割を認識している 1 2 3 4

47 ．メンバーの秀でている点を活かしながら更なるブラッシュアップをできる機会を与えている 1 2 3 4

48 ．職場内での教育のみだけでなく外部の機関も利用して様々な啓発の機会を提供している 1 2 3 4

49 ．メンバーの行動パターンを把握していて隠れた能力を引き出せるように支援している 1 2 3 4

50 ．業務を遂行するにあたりメンバーのできる点や得意な点を考えながら役割を決めている 1 2 3 4

51 ．業績を向上させるために私利私欲を捨て努力を惜しまず高い意識をもって行動している 1 2 3 4

52 ．過去の事例を参照しながら同じ過ちを繰り返さないように対策案を予め考えている 1 2 3 4

53 ．障害が発生したときは再発しないように意識しながら今後に向けて対策を立てておく 1 2 3 4

54 ．古いスタイルでの進め方の問題点を認識していて変えていくよう協力を求めている 1 2 3 4

55 ．自分が組織の一翼として何をすべきかにつき自己の立場に合わせ明確にしている 1 2 3 4

56 ．問題が発生したときには発生原因や状況について冷静に分析して記録に留めている 1 2 3 4

57 ．意思決定の際には重要度を見極めながら自己の基準だけでなく広い視野で判断する 1 2 3 4

58 ．中長期的な計画をたてるときには組織のビジョンに合致した部門目標を設定している 1 2 3 4

59 ．旧来の手法や慣習にはとらわれることなく新しい発想でまったく新しい手法を生み出す 1 2 3 4

60 ．どの様な悪い状態であっても何か良い点を見出し積極的に取り組むようにしている 1 2 3 4

COMPETENCY SURVEY 360 For MEMBER
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22
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33
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44
4 回答

31 ．自己の役割だけではなく周囲の人たちの役割についても認識していて気にかけている 1 2 3 4

32 ．メンバーが得意とするところをよく知っていて組織の中でどの様に活かせるかを考えている 1 2 3 4

33 ．仕事を進めていく過程で状況に応じアドバイスを与え手法を示すことで指導育成している 1 2 3 4

34 ．メンバーの優れている特定の能力を活かせるように仕事を選別したうえで任せている 1 2 3 4

35 ．業務を遂行するにあたってはメンバーの意見を聞きながら必要に応じて取り入れている 1 2 3 4

36 ．業績が振るわないときには自己の目標を再確認して達成のために行動を惜しまない 1 2 3 4

37 ．問題が発生したときは何故起こったのかについて確認したうえで解決方法を考える 1 2 3 4

38 ．仕事を進めていくうえでの障害に対し支障が生じたときはその程度と原因を見極める 1 2 3 4

39 ．古いスタイルでの進め方には違和感があるが摩擦を起こすよりは従うようにしている 1 2 3 4

40 ．組織がどの様な方向に進んでいくのか踏まえながら自己の役割を位置づけている 1 2 3 4

41 ．何故そのようなことが起こったのかについて考え今後に向けて対応策を考えている 1 2 3 4

42 ．仕事を進めていく上での意思決定に際しては自己の責務や立場を認識して行っている 1 2 3 4

43 ．周囲の状況が変化したときは長期的な視点からまず現時点でなすべきことを考える 1 2 3 4

44 ．旧来の手法や慣習を取り入れながらも新しい方向性を見出すように考え行動している 1 2 3 4

45 ．突然に予期せぬ悪い事態に遭遇しても何とか前向きに考えられるように努めている 1 2 3 4

46 ．自己の役割だけではなく周囲との相乗効果も視野に入れ個々の役割を認識している 1 2 3 4

47 ．メンバーの秀でている点を活かしながら更なるブラッシュアップをできる機会を与えている 1 2 3 4

48 ．職場内での教育のみだけでなく外部の機関も利用して様々な啓発の機会を提供している 1 2 3 4

49 ．メンバーの行動パターンを把握していて隠れた能力を引き出せるように支援している 1 2 3 4

50 ．業務を遂行するにあたりメンバーのできる点や得意な点を考えながら役割を決めている 1 2 3 4

51 ．業績を向上させるために私利私欲を捨て努力を惜しまず高い意識をもって行動している 1 2 3 4

52 ．過去の事例を参照しながら同じ過ちを繰り返さないように対策案を予め考えている 1 2 3 4

53 ．障害が発生したときは再発しないように意識しながら今後に向けて対策を立てておく 1 2 3 4

54 ．古いスタイルでの進め方の問題点を認識していて変えていくよう協力を求めている 1 2 3 4

55 ．自分が組織の一翼として何をすべきかにつき自己の立場に合わせ明確にしている 1 2 3 4

56 ．問題が発生したときには発生原因や状況について冷静に分析して記録に留めている 1 2 3 4

57 ．意思決定の際には重要度を見極めながら自己の基準だけでなく広い視野で判断する 1 2 3 4

58 ．中長期的な計画をたてるときには組織のビジョンに合致した部門目標を設定している 1 2 3 4

59 ．旧来の手法や慣習にはとらわれることなく新しい発想でまったく新しい手法を生み出す 1 2 3 4

60 ．どの様な悪い状態であっても何か良い点を見出し積極的に取り組むようにしている 1 2 3 4
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氏 名

AL COMPETENCY SURVEYAL COMPETENCY SURVEYAL COMPETENCY SURVEYAL COMPETENCY SURVEY

AAAAction LLLLearning Solutions Incorporation

実 施 企 業 名 実 施 年 月 日

2005年　　　月　　　日

所 属 部 署 役 職

CPMM1709

No .

性別性別性別性別 -- 年齢年齢年齢年齢

【【【【総合判定総合判定総合判定総合判定】】】】 【【【【基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴】】】】

【【【【項目別判定項目別判定項目別判定項目別判定】】】】

評点評点評点評点

コミュニケーション Relation 3.9

リーダーシップ Relation 4.6

説得力 Relation 2.9

エンパワーメント Relation 3.4 基本的欲求基本的欲求基本的欲求基本的欲求

課題発見 Act 3.4 ▼▼▼▼

イニシィアティブ Act 3.8

アカウンタビリティ Act 3.7 ▼▼▼▼

サービス志向 Act 3.6

概念的思考 Think 4.3 ▼▼▼▼

開発/独創意識 Think 4.2

計画性・緻密性 Think 1.7 ▼▼▼▼

創造性 Feel 2.5

共感性 Feel 3.2 ▼▼▼▼

柔軟性・順応性 Feel 3.9

【【【【コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーのののの特徴特徴特徴特徴】】】】
リーダーシップ 4.6 計画性・緻密性 1.7

概念的思考 4.3 創造性 2.5

開発/独創意識 4.2 説得力 2.9

NoNoNoNo ****

愛愛愛愛・・・・所属所属所属所属のののの欲求欲求欲求欲求
親しさ・愛情・協調

他人と親しくなり関わりを持ちたいという欲求

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

顧客のみならず組織内または取引先に対してお互いの
信頼関係を高めコストに見合う奉仕をする。

競合・達成・自己価値・重要視
何かを達成したり、周囲の人との競合の中で充足される欲求

力力力力のののの欲求欲求欲求欲求

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
自由自由自由自由のののの欲求欲求欲求欲求

楽楽楽楽しみのしみのしみのしみの欲求欲求欲求欲求

生存生存生存生存のののの欲求欲求欲求欲求

移動・選択
自ら選択し場所を移動し束縛されないことで充足される欲求

学習・遊び

笑ったり遊んだりすることによって充足される欲求
過去の実績や習慣に捕われず全く新しい視点でものごと

を捉え、独自の考えに基づき行動する。

他者のニーズや懸念に対して配慮し、一緒にすることを
楽しみ、適切な会話ができる。

あらゆる変化に対応するとともに、そこで生じる変化をビ

ジネスチャンスと捉え、果敢に行動する。

市場の動向や自己の能力をベースに妥当性・論理性とと

もに計画性を持ちながら行動する。

特特特特　　　　性性性性　　　　項項項項　　　　目目目目

◆

ストレスストレスストレスストレス耐性耐性耐性耐性

内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容 判判判判　　　　　　　　　　　　　　　　定定定定

|||||||||||||||||||||||||||||||

ココココ
ンンンン
ピピピピ
テテテテ
ンンンン
シシシシーー ーー

・・・・
フフフファァ ァァ

クククク
タタタターー ーー

バラバラな要素を繋ぎ合わせて、ものごとを抽象化して捉

えることで的確な手法を考え出す。

既定の事実や事柄を超えて探求・思考することで、独自
の手法や解決法を見出す。

自分の意図を的確に相手に伝え、相手の理解と行動を

促すことができる。

組織を構成するメンバーの潜在能力を引き出し、組織を

活性化させる。

業務を遂行する上での障害となる課題の所在を的確につ
かみ、その対処を事前に行う。

積極的に行動することを通じて自らの強いモチベーション

を周囲に対しアピールしていく。

口頭や文書によるコミュニケーション手段を活用すること

で、自分の意図に即して相手を動かす。

チーム内各メンバーの個々の力を引き出すことにより会
社の進むべき方向へ導いていく。

職務のみでなく業績についての責任を正しく説明でき責

任を果たすべく自発的に行動する。

生殖

生存していくために生じる身体的欲求

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

メンバーの能力が組織目標の達成のみならず社会にどの様に貢献していくか説明できる。

複雑な顧客の課題を解明し情報を統合して体系化することで新しい価値創造に貢献する。

過去の経験や実績をベースに感覚的に把握している変化を反映させ行動している。

強強強強みみみみ2222 弱弱弱弱みみみみ2222

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

Middle Management

　　　　コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー総合指数総合指数総合指数総合指数
高い業績を達成するための行動特性、発揮能力を兼ね備
え、実際の行動により成果を達成できる。 3.5

項項項項　　　　　　　　　　　　　　　　目目目目 内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容 評点評点評点評点

社社社社　　　　名名名名 株式会社○○○○○ 所属所属所属所属 役職役職役職役職

1111 2222 3333 4444

3

相手を納得させるだけの熱意と相手を引き込む話し方や論理性を有している。ま
た、相手の行動を促すような提案もでき、自らのミスを認め他者を非難せずに、他者
からの批評や批判も建設的に受け止め成長の機会として活用する。

事業の目的や、目標、特性などを理解するよう努め、積極的に仕事に取組む。また、
組織が掲げた目標に対し主体性を持って努力をする。常に前向きで真摯な姿勢は
高い評価を受ける。

強強強強みみみみ1111 弱弱弱弱みみみみ1111 |||||||||||||||||||||

氏名氏名氏名氏名 モリタ  ヒロシ
**

5555

||||||||||||||||||||||||||||||||

相手のニーズを引き出しながら状況に応じて自らの考えをアレンジしながら話ができる。

旧来の方法や慣習を考察しながらよりよい新しい方向性を生み出すように行動する。

強強強強みみみみ3333 弱弱弱弱みみみみ3333 |||||||||||||||||||||||||||||||||||||

既定の事実や事象に関与せず独創的手法を考え出し周囲に影響を与えて行動する。

COMPETENCY SURVEY HRD

0.0 1 .0 2 .0 3 .0 4 .0 5 .0

For the best Human

Resource Development

○○　○○○○○○○○○○

不許複製

No .

性別性別性別性別 -- 年齢年齢年齢年齢

【【【【項目別項目別項目別項目別ギャップギャップギャップギャップ判定判定判定判定】】】】 【【【【コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー・・・・バランスバランスバランスバランス・・・・チャートチャートチャートチャート】】】】

計画性・緻密性 Think

創造性 Think

説得力 Act

共感性 Think

エンパワーメント Act

課題発見 Act

サービス志向 Think

アカウンタビリティ Act

イニシィアティブ Act

コミュニケーション Relation

柔軟性・順応性 Think

開発/独創意識 Think

概念的思考 Think

【【【【能力開発能力開発能力開発能力開発・・・・改善改善改善改善プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ】】】】 【【【【基本的欲求基本的欲求基本的欲求基本的欲求のののの特徴特徴特徴特徴】】】】
☆ 目標とするコンピテンシーと現状のコンピテンシーのギャップ分析から補強が必要なコンピテンシー

▽▽▽▽開発開発開発開発ポイントポイントポイントポイント

▽▽▽▽開発開発開発開発ポイントポイントポイントポイント

▽▽▽▽開発開発開発開発ポイントポイントポイントポイント

****

**

．創造性

早急に能力開発の必要があります。他のコンピテンシーとの相関を確認のうえ、優先的に能力開発
に取り組んでください。現在のレベルのままでは、業務遂行における阻害要因となる可能性がありま
す。

メンバーの能力が組織目標の達成のみならず社会にどの様に貢献

していくか説明できる。

計画性・緻密性

ギャップギャップギャップギャップ内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容特特特特　　　　性性性性　　　　項項項項　　　　目目目目

早急に能力開発の必要があります。他のコンピテンシーとの相関を確認のうえ、優先的に能力開発
に取り組んでください。

業務遂行上の障害に対して原因を探求し障害を除去したうえで対策

を立て再発を防ぐ。

顧客の要望に適時適切に応えるとともに長期的な視点で費用対効
果を考慮している。

コミュニケーションが組織の業績にどのような影響を与えるかを考え
ながら接している。

変化や転機をビジネスチャンスと捉えてより高いレベルで仕事ができ

るように創意工夫する。

自己の職務責任のみならず業績責任についても自ら律し高いレベ

ルで遂行する。
常に問題意識を持ちながら課題やそれに対する改善策に周囲を巻

込みながら取り組む。

早急に能力開発の必要があります。他のコンピテンシーとの相関を確認のうえ、優先的に能力開発
に取り組んでください。

2222

【【【【マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント・・・・アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス】】】】

人との関わりを求める気持ちが強く、自己よりもチームや組織を優先する可能性がある。チームや組織内で
決めた事には基本的に同調し秩序を乱さない。決定に際しては独自の判断で決めることはできる限り避
け、周囲との調整を図りながら進めるため、実行に至るまで必要以上に時間を要する可能性がある。

抽象化や概念的なテーマに対する理解力および思考力は、多少乏しい傾向がある。しかし、職種の変更
や役割の変化があっても速やかに状況に適応する力は有している。

自社の強み、弱みを客観的に理解し、業界と市場のトレンドについての情報を把握し、市場変化を認識し
たうえで戦略を論理的に構築する。業務遂行にあたっては、最終ゴールから逆算して行動計画を立てる。
たとえ予定通り事が進まなくても、柔軟に対処・更正したうえで前向きに取り組む。

【【【【基本的基本的基本的基本的なななな特徴特徴特徴特徴】】】】

相手のニーズを引き出しながら状況に応じて自らの考えをアレンジし

ながら話ができる。

他者のニーズや懸念に配慮して表面に出ない感情や考え方を理解
しながら協働する。
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過去の経験や実績をベースに感覚的に把握している変化を反映さ
せ行動している。

旧来の方法や慣習を考察しながらよりよい新しい方向性を生み出す

ように行動する。

Relation

メンバー個々の特性を見極め潜在能力を引き出すべく権限を委譲し

活力を高める。

リーダーシップ

複雑な顧客の課題を解明し情報を統合して体系化することで新しい
価値創造に貢献する。

．

既定の事実や事象に関与せず独創的手法を考え出し周囲に影響を

与えて行動する。

単独で学習させるよりも数名でグループを組み、学習効果および能力開発スピードが向上させるため相互
に質疑や適宜ディスカッションなどができる機会を設定する。

新たな課題に対しても安易に従来の方法のみを適用しようとしたり、複雑な課題に対しては、後回しにして
しまう傾向がある。適宜、アドバイスを行い複雑な課題に対しても、しっかり取組み解決できるよう指導する。

Middle Management

相手のニーズを引き出しながらも周囲の状況を勘案しようとする傾向があります。

．

過去の実績や傾向にとらわれすぎるあまり新しい発想に乏しくなる傾向があります。

過去の経験や実績をベースにして感覚的に捉えて行動する傾向があります。

SSSS
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NoNoNoNo

コミュニケーション

リーダーシップ

説得力

エンパワーメント

課題発見

イニシィアティブ

アカウンタビリティ

サービス志向

概念的思考

開発/独創意識

計画性・緻密性

創造性

共感性

柔軟性・順応性

評価点

基準点

開発済 ＳＳＳＳ 市場創造行動 AAAA 組織牽引行動 BBBB 成果創造行動

要開発 CCCC 状況対応行動 DDDD 指示待ち行動 EEEE 断片的行動
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